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(57)【要約】
【課題】本発明は有彩色に色調された再剥離性圧着記録用紙において、色ムラが無く、生
産性にも優れ、また受取人が意図的に剥す場合には均一で緻密な剥離感が得られスムーズ
に剥離できるとともに、有彩色に色調されていながら個人情報の視認性にも優れたものを
提供することを目的とする。
【解決手段】本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙は、感圧接着層が、ノニ
オン性界面活性剤及び有彩色の着色顔料を含有し、かつ、条件１で求めたΔＥが２以上と
なるように色付けされてなり、感圧接着層の条件１で求めた明度指数Ｌが８８以上である
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体の両面に常温、常圧の通常状態では粘着性、接着性を示さず、加圧時に接着性を
示し、圧着後に再剥離可能である感圧接着層を形成した再剥離性感圧接着記録用紙におい
て、
　前記感圧接着層が、ノニオン性界面活性剤及び有彩色の着色顔料を含有し、かつ、条件
１で求めたΔＥが２以上となるように色付けされてなり、
　前記感圧接着層の条件１で求めた明度指数Ｌが８８以上であることを特徴とする有彩色
の色付き再剥離性圧着記録用紙。
（条件１）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面及び前記感圧接着層の
表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとし、前記感
圧接着層の表面の測定値をＬ，ａ，ｂとする。ΔＥは数１によって算出する。
（数１）ΔＥ＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【請求項２】
　支持体の片面に常温、常圧の通常状態では粘着性、接着性を示さず、加圧時に接着性を
示し、圧着後に再剥離可能である感圧接着層を形成し、前記支持体の反対面に非感圧接着
層を形成してなる再剥離性感圧接着記録用紙において、
　前記感圧接着層及び前記非感圧接着層が、ノニオン性界面活性剤及び有彩色の着色顔料
を含有し、かつ、条件２で求めたΔＥ１及びΔＥ２がいずれも２以上となるように色付け
されてなり、
　前記感圧接着層の条件２で求めた明度指数Ｌ１が８８以上であることを特徴とする有彩
色の色付き再剥離性圧着記録用紙。
（条件２）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面、前記感圧接着層の表
面及び前記非感圧接着層の表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ
，ａｘ，ｂｘとし、前記感圧接着層の表面の測定値をＬ１，ａ１，ｂ１とし、前記非感圧
接着層の表面の測定値をＬ２，ａ２，ｂ２とし、ΔＥ１は数２によって算出し、ΔＥ２は
数３によって算出する。
（数２）ΔＥ１＝√（（Ｌｘ－Ｌ１）２＋（ａｘ－ａ１）２＋（ｂｘ－ｂ１）２）
（数３）ΔＥ２＝√（（Ｌｘ－Ｌ２）２＋（ａｘ－ａ２）２＋（ｂｘ－ｂ２）２）
【請求項３】
　（条件３）において、表面と裏面のいずれもΔＥ３の１０点中少なくとも９点が０．２
以下を満たすことを特徴とする請求項１又は２に記載の有彩色の色付き再剥離性圧着記録
用紙。
（条件３）
　用紙の幅方向沿って、５ｍｍ毎に１０点、ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方
法―反射及び透過物体色」で規定する測定方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９
「色の表示方法―物体色の色差」で規定する明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて
表面と裏面のいずれも測定する。各々１０点の測定値をＬ，ａ，ｂとし、この１０点の平
均値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとする。各々１０点の測定値について、数４に従い、各々１０点
のΔＥ３を算出する。
（数４）ΔＥ３＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【請求項４】
　前記有彩色の着色顔料がノニオン性であることを特徴とする請求項１～３のいずれか一
つに記載の有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙。
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【請求項５】
　前記支持体が、着色剤を含有していないことを特徴とする請求項１～４のいずれか一つ
に記載の有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙の製造方法
であって、
　前記ノニオン性界面活性剤及び前記有彩色の着色顔料を含有する塗工液を調製する工程
と、前記支持体の表面に前記塗工液を塗工して、前記感圧接着層又は前記非感圧接着層を
形成することを特徴とする有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は着色顔料によって表層を色付けした記録用紙で、色付けされた表層に色ムラが
無く、更に記録用紙が通常状態では接着することがなく、加圧によって接着し、且つ必要
時には再剥離することが可能な色付き再剥離性圧着記録用紙に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　銀行、クレジット会社、保険会社、官庁などから各個人宛に貯金、残金状況など個人情
報を通知する手段として、再剥離性圧着記録用紙を用いた親展葉書が普及している。親展
葉書は基材に感圧接着剤を塗布した後、共通情報はオフセット印刷、グラビア印刷などで
行い、個人情報はレーザービーム方式、インクジェット方式などで印刷した後、印刷面同
士を適度の圧力を加えることで接着させ、各個人に郵送された後、再剥離することで情報
を得ることができる。
【０００３】
　近年、再剥離性圧着記録用紙は、商品紹介のダイレクトメールや銀行、保険の個人向け
の親展葉書であっても、個人情報以外の部分には新商品の情報を乗せるなど、その利用分
野は秘匿情報の通知書の域を超えて広がりを見せている。これには、従来の印刷機に変わ
って、インクジェットやレーザービーム方式でのフルカラー印刷ができるデジタル印刷機
の普及が始まったことが挙げられる。デジタル印刷機は、従来のオフセット印刷の様に製
版に拠らないため、印刷機とは異なり、小ロットで個別の図柄印刷が可能となっている。
【０００４】
　しかし、この中で従来の親展葉書に用いられる再剥離性の圧着記録用紙は、白色を基調
とするものや、隠蔽性を向上させるためにチタンなどの隠蔽性の強い顔料や黒顔料などを
配合して不透明度を改善するものである（例えば、特許文献１又は２を参照。）。
【０００５】
　着色する方法としては、従来の未着色のインクジェット用紙に着色したオーバーコート
剤を塗布し、着色する方法がある程度である（例えば、特許文献３を参照。）。またイン
クジェット紙の表面に網点印刷をする方法が挙げられている（例えば、特許文献４を参照
。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－０２８７０６号公報
【特許文献２】特開２００４－２５０８３４号公報
【特許文献３】特開平１０－２３５９９３号公報
【特許文献４】特開平８－２３０３０７号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】東京商工会議所編、「カラーコーディネーション」，２００２年６月第
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４版
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１又は２に記載の技術のように、再剥離性圧着記録シートは、白色を基調とし
、また不透明度を改善するものがほとんどであるから、これまで商品イメージや季節感を
考慮した色付きの再剥離性圧着記録シートは皆無であった。また、特許文献２の様に隠蔽
性付与を目的に黒顔料や黒染料で着色した場合、親展葉書の個人情報は黒のインクやトナ
ーで印字されることから、個人情報の視認性が著しく低下する。ここで言う視認性の低下
とは、圧着記録用紙の色と個人情報である黒インク乃至は黒トナーとの色差に起因するも
のであり、圧着記録用紙の白色度の低下よりも明度指数Ｌの低下に起因するものである。
【０００９】
　また、特許文献３の着色する方法では色ムラになり易く、更に着色が別工程であること
からコスト的にも不経済である。特許文献４の方法に従って、網点印刷で全面に色を付け
た場合、印刷面同士では親展葉書の圧着力が低下し、親展葉書として用いることができな
い。
【００１０】
　さらに、前述のデジタル印刷機で全面に着色する場合、インクジェットタイプ、トナー
タイプ共に多量のインクを消費し不経済である。また、インクジェットタイプのデジタル
印刷機では乾燥が間に合わず、印刷速度を低下させなければならない。
【００１１】
　記録媒体への色味付けの効果は様々なものがあるが、非特許文献１にも記載の通り、低
コストで物に場、用途、人、意味、美というイメージを与え、商品を訴求できる効果があ
る。色の好みに関しては個人差があるが、色の与えるイメージや連想させるものは殆どの
人に共通していると言われている。例えば色の寒暖として、暖色系は赤～黄色、寒色系は
青～青紫が挙げられる。四季をイメージする色としては春「緑、桃」、夏「黄、青」、秋
「橙、茶」、冬「赤、黒、白」、また色の連想作用としては赤「林檎、苺、情熱」、黄「
レモン、バナナ、ひまわり」、緑「春、葉、草、森、芝生、スイカ」、橙「秋、蜜柑、柿
、紅葉、夕焼け」、青「空、海、水」、茶「秋、落ち葉、土」、紫「葡萄、茄子、すみれ
」などである。これらの色の与えるイメージから適切な色調を選択し、親展葉書やダイレ
クトメールなどに適用すれば、従来には無かった社会のニーズに応えることができ、一般
再剥離性圧着記録紙にはない商品価値を安価に創生することができる。
【００１２】
　本発明は有彩色に色調された再剥離性圧着記録用紙において色ムラが無く、生産性にも
優れ、また受取人が意図的に剥す場合には均一で緻密な剥離感が得られスムーズに剥離で
きるとともに、有彩色に色調されていながら個人情報の視認性にも優れた色付き再剥離性
圧着記録用紙及びその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙は、支持体の両面に常温、常圧の通
常状態では粘着性、接着性を示さず、加圧時に接着性を示し、圧着後に再剥離可能である
感圧接着層を形成した再剥離性感圧接着記録用紙において、前記感圧接着層が、ノニオン
性界面活性剤及び有彩色の着色顔料を含有し、かつ、条件１で求めたΔＥが２以上となる
ように色付けされてなり、前記感圧接着層の条件１で求めた明度指数Ｌが８８以上である
ことを特徴とする。
（条件１）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面及び前記感圧接着層の
表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとし、前記感
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圧接着層の表面の測定値をＬ，ａ，ｂとする。ΔＥは数１によって算出する。
（数１）ΔＥ＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【００１４】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙は、支持体の片面に常温、常圧の通
常状態では粘着性、接着性を示さず、加圧時に接着性を示し、圧着後に再剥離可能である
感圧接着層を形成し、前記支持体の反対面に非感圧接着層を形成してなる再剥離性感圧接
着記録用紙において、前記感圧接着層及び前記非感圧接着層が、ノニオン性界面活性剤及
び有彩色の着色顔料を含有し、かつ、条件２で求めたΔＥ１及びΔＥ２がいずれも２以上
となるように色付けされてなり、前記感圧接着層の条件２で求めた明度指数Ｌ１が８８以
上であることを特徴とする。
（条件２）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面、前記感圧接着層の表
面及び前記非感圧接着層の表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ
，ａｘ，ｂｘとし、前記感圧接着層の表面の測定値をＬ１，ａ１，ｂ１とし、前記非感圧
接着層の表面の測定値をＬ２，ａ２，ｂ２とし、ΔＥ１は数２によって算出し、ΔＥ２は
数３によって算出する。
（数２）ΔＥ１＝√（（Ｌｘ－Ｌ１）２＋（ａｘ－ａ１）２＋（ｂｘ－ｂ１）２）
（数３）ΔＥ２＝√（（Ｌｘ－Ｌ２）２＋（ａｘ－ａ２）２＋（ｂｘ－ｂ２）２）
【００１５】
　感圧接着層の表面の明度指数Ｌ又はＬ１が８８以上であることによって、有彩色を有し
ながら親展情報・個人情報の視認性にも優れる。
【００１６】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙では、（条件３）において、表面と
裏面のいずれもΔＥ３の１０点中少なくとも９点が０．２以下を満たすことが好ましい。
（条件３）
　用紙の幅方向沿って、５ｍｍ毎に１０点、ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方
法―反射及び透過物体色」で規定する測定方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９
「色の表示方法―物体色の色差」で規定する明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて
表面と裏面のいずれも測定する。各々１０点の測定値をＬ，ａ，ｂとし、この１０点の平
均値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとする。各々１０点の測定値について、数４に従い、各々１０点
のΔＥ３を算出する。
（数４）ΔＥ３＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【００１７】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙では、前記有彩色の着色顔料がノニ
オン性であることが好ましい。着色顔料が塗工液に含まれるときに凝集しにくく、その結
果色ムラを生じにくい。
【００１８】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙では、前記支持体が、着色剤を含有
していないことが好ましい。色付きの支持体を何色も製造するよりも、着色剤を含まない
白い支持体に色付き塗量を塗布した方が、製造工程上、安価に多色の製品に対応できる。
【００１９】
　本発明に係る有彩色の色付き再剥離性圧着記録用紙の製造方法は、本発明に係る有彩色
の色付き再剥離性圧着記録用紙の製造方法であって、前記ノニオン性界面活性剤及び前記
有彩色の着色顔料を含有する塗工液を調製する工程と、前記支持体の表面に前記塗工液を
塗工して、前記感圧接着層又は前記非感圧接着層を形成することを特徴とする。色ムラが
生じにくく、かつ、生産効率が高く、剥離強度も得られやすい。
【発明の効果】
【００２０】
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　本発明の有彩色に色調された再剥離性圧着記録用紙は、色ムラが無く、また受取人が意
図的に剥す場合には均一で緻密な剥離感が得られスムーズに剥離できるとともに、有彩色
に色調されていながら個人情報の視認性にも優れ、且つ高い生産性を有する。またダイレ
クトメールなどに適用すれば、従来には無かった社会のニーズに応えることができ、一般
再剥離性圧着記録紙にはない商品価値を安価に創生することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に本発明について実施形態を示して詳細に説明するが、本発明はこれらの記載に限定
して解釈されない。本発明の効果を奏する限り、実施形態は種々の変形をしてもよい。
【００２２】
　本発明の再剥離性圧着記録用紙は、好ましくは着色剤を含まず、無着色の支持体、より
好ましくは、ＪＩＳ　Ｐ　８１４８：２００１に準ずる白色度で７８％以上ある支持体上
の片面若しくは両面に感圧接着層を形成し得られる。また感圧接着層を片面にしか設けな
い場合は、もう一方の面に非感圧接着層を形成してなる再剥離性感圧接着記録用紙である
。この再剥離性圧着記録用紙はフォーム用の紫外線硬化型印刷機などで固定情報が印刷さ
れた後、インクジェット方式や電子写真方式で可変情報が印字される。また前述のデジタ
ル印刷機では固定情報と可変情報を同時に印字することが可能である。次いで二つ折りあ
るいは三つ折りされて主に葉書の形態で親展葉書、ダイレクトメールなどとして郵送され
る。
【００２３】
　感圧接着層は、常温、常圧の通常状態では粘着性、接着性を示さず、加圧時に接着性を
示し、圧着後に再剥離可能である性質を有するものであり、充填剤と接着剤を主成分とし
、感圧接着層形成用の塗工液は、主に二折り時の内面、三折り時の両面に塗布される。ま
た非感圧接着層は、その用途によって主成分は異なるが、加圧時に接着性を示さず、非感
圧接着層形成用の塗工液は、主に二折り時の外面として塗布される。感圧接着層形成用の
塗工液及び非感圧接着層形成用の塗工液に有彩色の着色顔料を添加し、感圧接着層及び非
感圧接着層有彩色に色調する。
【００２４】
　有彩色の着色顔料はノニオン性が好ましい。再剥離性圧着記録用紙に個人情報を記載す
る際、インクジェット方式のラインプリンターでは水性染料インクが多用されている。こ
のため、水性染料インクを定着させる為にイオン性の強い薬品を感圧接着層、非感圧接着
層に使用するため、イオン性を有する顔料は凝集し易く、色ムラの原因となる。また再剥
離感圧記録層用の塗料には、前述した個人情報を記載するためのインクジェット方式イン
クジェットインクを吸収させる目的や、電子写真方式の場合ではトナー定着ロールのクリ
ーニングに使用されるシリコンオイルで感圧接着力が低下することを防ぐ為に、これを吸
収させる目的で無機充填剤を配合するが、一般に無機充填剤はイオン性を有する為、イオ
ン性を有する着色顔料は凝集し易く、色ムラの原因となる。着色剤に染料を用いた場合は
、保存性に劣り、光、熱、湿度などの環境条件によって退色が著しい。また複数の染料を
配合した場合、染料間の退色度合いも異なることから短期の保管であっても色味の変動が
問題となる。
【００２５】
　本実施形態では、感圧接着層形成用の塗工液と非感圧接着層形成用の塗工液とを直接着
色顔料にて有彩色に色調し、支持体への塗工・乾燥後に、感圧接着層の条件１で求めた明
度指数Ｌ又は感圧接着層の条件２で求めた明度指数Ｌ１を８８以上とし、好ましくは８９
以上とする。
【００２６】
　ここで、支持体の両面に感圧接着層を形成する場合、感圧接着層の条件１で求めた明度
指数Ｌを求め、支持体の片面に感圧接着層を形成し、反対面に非感圧接着層を形成する場
合、感圧接着層の条件２で求めた明度指数Ｌ１を求める。ここで、条件１及び条件２は次
のとおりである。
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【００２７】
（条件１）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面及び前記感圧接着層の
表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとし、前記感
圧接着層の表面の測定値をＬ，ａ，ｂとする。ΔＥは数１によって算出する。
（数１）ΔＥ＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【００２８】
（条件２）
　ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方法―反射及び透過物体色」で規定する測定
方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９「色の表示方法―物体色の色差」で規定す
る明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて、前記支持体の表面、前記感圧接着層の表
面及び前記非感圧接着層の表面のそれぞれを測定する。前記支持体の表面の測定値をＬｘ
，ａｘ，ｂｘとし、前記感圧接着層の表面の測定値をＬ１，ａ１，ｂ１とし、前記非感圧
接着層の表面の測定値をＬ２，ａ２，ｂ２とし、ΔＥ１は数２によって算出し、ΔＥ２は
数３によって算出する。
（数２）ΔＥ１＝√（（Ｌｘ－Ｌ１）２＋（ａｘ－ａ１）２＋（ｂｘ－ｂ１）２）
（数３）ΔＥ２＝√（（Ｌｘ－Ｌ２）２＋（ａｘ－ａ２）２＋（ｂｘ－ｂ２）２）
【００２９】
　条件１で求めた明度指数Ｌ又は条件２で求めた明度指数Ｌ１が８８未満の場合、親展情
報・個人情報は主に黒のインクジェットインクやトナーで記録される為、視認性が劣る。
従来の技術では、不透明度対策で黒色系に調色し白色度を規定しているが、実際に親展情
報の視認性で問題となるのは条件１で求めた明度指数Ｌ又は条件２で求めた明度指数Ｌ１
である。例えば、黄色味を強くした色調は白色度としては低いが、条件１で求めた明度指
数Ｌ又は条件２で求めた明度指数Ｌ１の数字は高く、視認性は良好である。逆に黒色の調
色は視認性が悪く、藍色系も濃度が濃くなると視認性が劣る。これは視認性とは親展情報
が黒い文字であることから、圧着用紙の白色度よりも圧着用紙の色と黒い文字との色の色
差による為である。実際に親展情報に使用される黒色文字の濃度にはバラツキはあるので
、特に規定するものではないがＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９に準ずる測定方法に従い、
ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９で規定する該表面の明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂ
より算出される方法を用いて、色付き再剥離性圧着記録用紙の表面と親展情報記録部のΔ
Ｅが６０以上であれば視認性は良好である。また条件１で求めた明度指数Ｌ又は条件２で
求めた明度指数Ｌ１が８８未満の色付けをした場合、色ムラが発生し易い。視認性同様に
黄色味を強くしても条件１で求めた明度指数Ｌ又は条件２で求めた明度指数Ｌ１の値は大
きく低下しないことから色ムラは発生しないが、藍色系などは濃色にした場合、色ムラが
目立ち易くなる。
【００３０】
　本実施形態では、支持体の両面に感圧接着層を形成する場合、感圧接着層が、条件１で
求めたΔＥが２以上となるように色付けされてなる。好ましくはΔＥを３～５０となるよ
うにする。ΔＥが２未満では、着色が薄く、意匠性に乏しいという問題がある。
【００３１】
　本実施形態では、支持体の片面に感圧接着層を形成し、反対面に非感圧接着層を形成す
る場合、感圧接着層及び非感圧接着層が、条件２で求めたΔＥ１及びΔＥ２がいずれも２
以上となるように色付けされてなる。好ましくはΔＥ１を３～５０となるようにする。Δ
Ｅ１及びΔＥ２が２未満では、着色が薄く、意匠性に乏しいという問題がある。
【００３２】
　本実施形態では、色ムラの程度を判別する基準として、（条件３）において、表面と裏
面のいずれもΔＥ３の１０点中少なくとも９点が０．２以下を満たすことが好ましい。Δ
Ｅ３の１０点のうち、９点が０．２以下を満たすことが実用下限である。８点以下である
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と、色ムラを認識しやすくなる。
（条件３）
　用紙の幅方向沿って、５ｍｍ毎に１０点、ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の測定方
法―反射及び透過物体色」で規定する測定方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９
「色の表示方法―物体色の色差」で規定する明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂについて
表面と裏面のいずれも測定する。各々１０点の測定値をＬ，ａ，ｂとし、この１０点の平
均値をＬｘ，ａｘ，ｂｘとする。各々１０点の測定値について、数４に従い、各々１０点
のΔＥ３を算出する。
（数４）ΔＥ３＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
【００３３】
　感圧接着層形成用塗工液及び非感圧接着層形成用塗工液に配合する有彩色の着色顔料と
しては、例えば、フタロシアニン系顔料、アゾ系顔料などの有機顔料、酸化物系顔料、水
酸化物系顔料などの無機顔料が挙げられる。
【００３４】
　また本実施形態では、感圧接着層形成用塗工液に含有させる界面活性剤はノニオン性界
面活性剤に限定される。界面活性剤は基材上に調色された感圧接着層形成用塗工液を色ム
ラ無く、均一に塗布するものであり、これを用いない場合、比較的淡い濃度であっても浸
透ムラやハジキといった色ムラを生じ外観を損なう。またこれらの塗工液にはイオン性の
強い資材を用いる場合が多いことからイオン性を持った界面活性剤を用いた場合は、有彩
色の着色顔料が凝集し、これも色ムラの原因となる。ノニオン性界面活性剤の配合量とし
ては特に限定されるものではないが、好ましくは感圧接着層形成用塗工液の塗布乾燥後の
感圧接着層の状態で、０．１～８質量％、更に好ましくは０．５～５質量％である。
【００３５】
　感圧接着層形成用塗工液は、充填剤と感圧接着剤を主体として構成されるが、用途、加
工工程によって要求される品質を勘案して各種資材を選択できる。
【００３６】
　無機充填剤としては、合成シリカ、酸化チタン、カオリン、クレー、炭酸カルシウム、
タルク、プラスチックピグメント、硫酸バリウム、水酸化アルミニウムなどを適宜併用し
ても良い。また平均粒径が２０μｍ程度、例えば１２～２４μｍの小麦澱粉との併用は、
感圧接着層の表面に二つのピークの異なる凹凸状態を形成し、再剥離強度を向上させなが
ら、耐ブロッキング性を付与させるので最も好ましいが、これ以外の平均粒径が２０μｍ
程度、例えば１２～２４μｍの澱粉、例えば馬鈴薯、タピオカ、コーンなどを原料とした
物、又は、シリカ、カオリン、クレー、タルク、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウム、
酸化チタン、プラスチックピグメントなどを適宜併用することができる。
【００３７】
　感圧接着剤としては、変性天然ゴム、ＳＢＲ、クロロプレンゴムなどの合成ゴム、低ガ
ラス転位点を持つアクリル樹脂などを用いることができる。
【００３８】
　また感圧接着効果以外に、印刷強度（表面強度）を向上させる目的に於いて酸化澱粉、
ポリビニルアルコール、カルボキシメチルセルローズ、ヒドロキシエチルセルローズ、大
豆蛋白、合成蛋白、カゼインなど、並びに、酢酸ビニル系エマルジョン、メチルメタクリ
レート・ブタジェン系エマルジョン、スチレン・ブタジエン系エマルジョン、アクリル・
ブタジエン系エマルジョンなども、本発明の品質を損なわない範囲で併用することが出来
る。
【００３９】
　感圧接着層形成用塗工液には各種添加剤を含有しても良く、塗工時の作業向上の為、レ
ベリング剤や消泡剤・抑泡剤、後加工性を向上させるためにワックス類や蛍光染料、導電
性を付与させるため界面活性剤や無機塩類からなるいわゆる帯電防止剤などを含有させる
ことができる。その他、必要に応じて分散剤、印刷適性向上剤、潤滑剤、撥水剤、浸透剤
、増粘剤、老化防止剤、紫外線吸収剤、染料、染料定着剤、サイズ剤、紙力増強剤、保水
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剤、消臭剤、防腐剤、防黴剤などの添加剤なども、本発明の品質を損なわない範囲で併用
することが出来る。
【００４０】
　また非感圧接着層形成用塗工液に用いる資材としては感圧接着層形成用塗工液と同様の
資材を用いることができ、加圧時に圧着しないように調整を行う。非感圧接着層形成用塗
工液は充填剤と接着剤を主体としても良いし、色顔料と接着剤の色付けのためのクリア液
としても良い。非感圧接着層形成用塗工液にもノニオン性界面活性剤を含有させる。非感
圧接着層形成用塗工液に配合されるノニオン性界面活性剤の配合量としては、充填剤と接
着剤を主体とする場合は好ましくは塗布乾燥後の非感圧接着層の状態で、０．１～８質量
％、より好ましくは０．５～５質量％である。クリア液の場合は対液の配合比で好ましく
は０．１～８質量％、より好ましくは０．５～５質量％である。
【００４１】
　感圧接着層形成用塗工液及び非感圧接着層形成用塗工液の塗工は、エアーナイフコータ
ー、ロールコーター、ブレードコーター、ロッドブレードコーター、バーコーター、ダイ
コーターなどの一般的なコーターによって塗工される。
【００４２】
　支持体は、単層抄き、多層抄きのいずれでもよい。支持体の主要素であるパルプ繊維と
しては、例えば、広葉樹さらしクラフトパルプ（ＬＢＫＰ）、針葉樹さらしクラフトパル
プ（ＮＢＫＰ）などの化学パルプ、グランドパルプ（ＧＰ）、加圧式砕木パルプ（ＰＧＷ
）、リファイナー砕木パルプ（ＲＭＰ）、サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）、ケミサー
モメカニカルパルプ（ＣＴＭＰ）、ケミメカニカルパルプ（ＣＭＰ）、ケミグランドパル
プ（ＣＧＰ）などの機械パルプ、脱墨パルプなどの古紙パルプなどの各種木材パルプが挙
げられる。その中で、特に、特にＮＢＫＰ、ＬＢＫＰ及びその混合物を使用することが好
ましい。さらしクラフトパルプ（ＢＫＰ）を使用することで、原紙の物理的強度を確保す
ることができる。紙の剛度とのバランスを考慮するとＮＢＫＰとＬＢＫＰの使用割合（質
量比）が９：１～１：９であるのが好ましい。より好ましくは、８：２～２：８であり、
特に好ましくは、６：４～４：６である。また、多層抄きとする場合、中層で使用される
パルプには、木材パルプだけで構成されてもよいが、回収パルプ（損紙）を含んでもよい
。
【００４３】
　支持体は、必要に応じて従来公知の填料、バインダー、サイズ剤、定着剤、歩留まり向
上剤、紙力増強剤などの各種添加剤を混合してもよい。支持体は、パルプ繊維と、前記添
加剤とを混合し、一般公知の抄紙機、例えば、長網抄紙機、円網抄紙機、ツインワイヤー
抄紙機、スーパーウルトラフォーマー抄紙機などを用いて抄造することができ、抄紙機に
て紙匹を形成した後に、乾燥して得ることができる。なお、本実施形態では、原紙の抄造
方法に限定されるものではない。
【００４４】
　本実施形態では、支持体は、着色顔料、着色染料などの着色剤を含まず、無着色である
ことが好ましく、例えば、ＪＩＳ　Ｐ　８１４８：２００１「紙，板紙及びパルプ―ＩＳ
Ｏ白色度（拡散青色光反射率）の測定方法」に準ずる白色度で７８％以上が好ましい。色
付きの支持体を何色も製造するよりも無着色の白い支持体に色付き塗量を塗布した方が、
製造工程上、安価に多色の製品に対応できる。
【実施例】
【００４５】
　本発明を次の実施例、比較例により説明するが、本発明はこれらの例に限定されるもの
ではない。なお、実施例又は比較例において示す「部」及び「％」は、特に明記しない限
り質量部及び質量％を示す。
【００４６】
（実施例１）
＜支持体の作製＞
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　広葉樹さらしクラフトパルプＬ－ＢＫＰからなるパルプスラリー中の絶乾パルプ１００
％に対し、酸化チタン（Ａ－１１０：堺化学社製）５％、カチオン化でん粉（ケート３０
８：日本ＮＳＣ社製）０．８％、中性ロジンサイズ剤（ＮＴ－８５：荒川化学社製）０．
４％、湿潤紙力増強剤０．３％（ＷＳ－４０２０：星光ＰＭＣ社製）の配合で抄紙し、Ｊ
ＩＳ　Ｐ　８１４８：２００１に準ずる白色度で８２％、米坪１１０ｇ／ｍ２の原紙を抄
造した。ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００９で規定する該表面の明度指数Ｌ、知覚色度指数
ａ及びｂを求めたところ、Ｌｘ＝９３．８，ａｘ＝－０．２，ｂｘ＝２．７であった。
【００４７】
＜感圧接着層形成用塗工液の作製＞
ファインシールＸ－６０（トクヤマ社製合成非晶質シリカ）　１００質量部
ＰＶＡ－１１７（クラレ社製ポリビニルアルコール）　１０質量部
エマルゲン７０９（花王社製ノニオン性界面活性剤）　１１質量部
サイビノールＸ－１０３－２０４Ｅ（メタクリル酸メチルグラフト共重合天然ゴム）　１
００質量部
　以上の配合にて１７．５質量％濃度の塗料を作製し、着色顔料（大日精化社製ＴＢ１１
０－ＹＥＬＬＯＷ２Ｇ）を対液重量比で、この塗料１００部に対して０．２５部配合して
感圧接着層形成用塗工液を得た。感圧接着層形成用塗工液を支持体の両面に乾燥重量で各
７ｇ／ｍ２（ウェット塗布量４０ｇ／ｍ２）塗布し、色付き再剥離性感圧接着記録用紙を
得た。
【００４８】
（実施例２）
　実施例１において着色顔料（大日精化社製ＴＢ１１０－ＹＥＬＬＯＷ２Ｇ）を対液重量
比で１．０質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を
得た。
【００４９】
（実施例３）
　実施例１において着色顔料を大日精化社製ＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２Ｂとし、配合量を対
液重量比で０．０３８質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧接着
記録用紙を得た。
【００５０】
（実施例４）
　実施例３においてＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２Ｂの配合量を対液重量比で０．０９４質量部
とした以外は実施例３と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５１】
（実施例５）
　実施例１において着色顔料を大日精化社製ＴＢ１１００　ＲｅｄＦＧＮとし、配合量を
対液重量比で０．０２質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧接着
記録用紙を得た。
【００５２】
（実施例６）
　実施例５においてＴＢ１１００　ＲｅｄＦＧＮの配合量を対液重量比で０．０８質量部
とした以外は実施例５と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５３】
（実施例７）
　実施例１において着色顔料を大日精化社製ＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２ＢとＴＢ１１０　Ｙ
ｅｌｌｏｗ２Ｇとし、配合量を対液重量比でそれぞれ０．０２５質量部、０．０８３質量
部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５４】
（実施例８）
　実施例７においてＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２ＢとＴＢ１１０　Ｙｅｌｌｏｗ２Ｇの配合量
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を対液重量比でそれぞれ０．０８質量部、０．２８質量部とした以外は実施例７と同様に
して色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５５】
（実施例９）
　実施例１においてエマルゲン７０９（花王社製ノニオン性界面活性剤）の配合量を１．
５質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５６】
（実施例１０）
＜非感圧接着層形成用塗工液の作製＞
ファインシールＸ－６０（トクヤマ社製合成非晶質シリカ）　１００質量部
ＰＶＡ－１１７（クラレ社製ポリビニルアルコール）　２０質量部
エマルゲン７０９（花王社製ノニオン性界面活性剤）　６質量部
ＡＤ－１３－５０（昭和高分子社製エチレン酢酸ビニル共重合樹脂）　２０質量部
　以上の配合にて１７．５質量％濃度の塗料を作製し、着色顔料（大日精化社製ＴＢ１１
０－ＹＥＬＬＯＷ２Ｇ）を対液重量比で、この塗料１００部に対して０．１６質量部配合
して非感圧接着層形成用塗工液を得た。非感圧接着層形成用塗工液を支持体の片面に乾燥
重量で７ｇ／ｍ２塗布し、その反対面に実施例１で得られた感圧接着層形成用塗工液を乾
燥重量で７ｇ／ｍ２塗布し、色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００５７】
（比較例１）
　実施例３において着色顔料、大日精化社製ＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２Ｂを対液重量比で０
．２０質量部とした以外は実施例３と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た
。
【００５８】
（比較例２）
　実施例３において着色顔料、大日精化社製ＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２Ｂを対液重量比で０
．３０質量部とした以外は実施例３と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た
。
【００５９】
（比較例３）
　実施例５において着色顔料、大日精化社製ＴＢ１１００　ＲｅｄＦＧＮを対液重量比で
０．１５質量部とした以外は実施例５と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得
た。
【００６０】
（比較例４）
　実施例５において着色顔料、大日精化社製ＴＢ１１００　ＲｅｄＦＧＮを対液重量比で
０．２５質量部とした以外は実施例５と同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得
た。
【００６１】
（比較例５）
　実施例７において着色顔料、大日精化社製ＴＢ５２０　Ｂｌｕｅ２Ｂを対液重量比で０
．１５質量部、ＴＢ１１０　Ｙｅｌｌｏｗ２Ｇを０．３３質量部とした以外は実施例７と
同様にして色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００６２】
（比較例６）
　実施例１において着色顔料を大日精化社製ＴＢ５１０　ＢｌａｃｋＴＲに変更し、配合
量を対液重量比で０．０２１質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感
圧接着記録用紙を得た。
【００６３】
（比較例７）
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　実施例１において着色顔料を大日精化社製ＴＢ５１０　ＢｌａｃｋＴＲに変更し、配合
量を対液重量比で０．０３質量部とした以外は実施例１と同様にして色付き再剥離性感圧
接着記録用紙を得た。
【００６４】
（比較例８）
　実施例４においてノニオン界面活性剤を配合しなかったこと以外は実施例４と同様にし
て色付き再剥離性感圧接着記録用紙を得た。
【００６５】
（比較例９）
＜オーバーコート液の作製＞
　ＰＶＡ－１１７（クラレ社製ポリビニルアルコール）１質量％溶解液、１００質量部に
対液重量比でＴＢ５２０Ｂｌｕｅ２Ｂを０．０９質量部配合しオーバーコート液を得た。
＜感圧接着層形成用塗工液の作製＞
ファインシールＸ－６０（トクヤマ社製合成非晶質シリカ）　１００質量部
ＰＶＡ－１１７（クラレ社製ポリビニルアルコール）　１０質量部
エマルゲン７０９（花王社製ノニオン性界面活性剤）　８質量部
サイビノールＸ－１０３－２０４Ｅ（メタクリル酸メチルグラフト共重合天然ゴム）　１
００質量部
　以上の配合にて１７．５質量％濃度の感圧接着層形成用塗工液を得た。感圧接着層形成
用塗工液を支持体の両面に乾燥重量で各７ｇ／ｍ２（ウェット塗布量４０ｇ／ｍ２）塗布
し、その後、オーバーコート液を乾燥重量で両面に各０．４ｇ／ｍ２（ウェット塗布量４
０ｇ／ｍ２）塗布し、色付けを行った。
【００６６】
（比較例１０）
　比較例９で得られた感圧接着層形成用塗工液を支持体の両面に乾燥重量で各７ｇ／ｍ２

（ウェット塗布量４０ｇ／ｍ２）塗布し再剥離性感圧接着記録用紙を得た後、オフセット
印刷を行って色付けを行った。
【００６７】
　以上の実施例及び比較例において得られた感圧接着記録用紙について、表１に評価結果
を示す。
【００６８】
　＜評価方法＞
　得られた再剥離性圧着記録用紙は、２３℃－５０％Ｒ．Ｈ．の恒温恒湿室で２４時間調
湿後、同環境下でそれぞれ次の方法によって、評価を行った。
【００６９】
（１）再剥離性圧着記録紙の色差及び
（２）支持体表面とのΔＥ
　ＪＩＳ　Ｚ　８７２２：２００９で規定する測定方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：
２００９で規定する該表面の明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂより算出される方法を用
いて、実施例及び比較例で得られた再剥離性圧着記録用紙と支持体の表面を測定した。
ΔＥ＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
なお、支持体表面の測定値：Ｌｘ，ａｘ，ｂｘ
実施例、比較例での再剥離性圧着記録用紙表面の測定値：Ｌ，ａ，ｂ
なお、実施例１０は、条件２に従う。
【００７０】
（３）色ムラ評価
　ＪＩＳ　Ｚ　８７２２：２００９で規定する測定方法に従い、ＪＩＳ　Ｚ　８７３０：
２００９で規定する該表面の明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂより算出される方法を用
いて、再剥離性圧着記録用紙の幅方向に５ｍｍ毎に１０点測定し、その平均値を基準とし
各々１０点のΔＥ３を表裏共に１０点について評価した。前記条件３に相当する。
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ΔＥ３＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
尚、各測定点１０点の平均値：Ｌｘ，ａｘ，ｂｘ
各測定点での値：Ｌ，ａ，ｂ
【００７１】
　前記色ムラ評価は、次に示す要領によって記述することにした。
○・・・ΔＥが１０測定点とも０．２以下（実用レベル）。
△・・・ΔＥが１測定点で０．２超、残り９測定点が０．２以下（実用レベル下限）。
×・・・ΔＥが２測定点以上で０．２超、残りの測定点が０．２以下（不適）。
【００７２】
（４）親展情報視認性
　得られた再剥離性圧着記録用紙の表面に、インクジェットプリンター（ヒューレットパ
ッカード社製　ＨＰ　ＤｅｓｋＪｅｔ５６０Ｊ）のインクカートリッジにラインプリンタ
ーインクジェットプリンター用のサイテックス１０４０黒インクを注入し、テスト印字パ
ターン（バーコード、文字、ベタ）を印字し、インクジェット印字の視認性を評価した。
ベタ印字部の明度指数Ｌ、知覚色度指数ａ及びｂは３２．５、１，２，５．０であった。
【００７３】
（４－１）視認性評価１
　インクジェット印字で記録された文字を目視で確認し視認性を評価し、
◎：文字が鮮明に視認できる（実用レベル）。
○：文字が問題なく視認できる（実用レベル）。
△：文字が少し見づらい（不適）。
×：文字が見づらい（不適）。
とし、優、良、不可、劣の判断を行った。
（４－２）視認性評価２
ΔＥ＝√（（Ｌｘ－Ｌ）２＋（ａｘ－ａ）２＋（ｂｘ－ｂ）２）
なお、サイテックスインク１０４０ベタ印字部の測定値：Ｌｘ，ａｘ，ｂｘ
実施例、比較例の再剥離性圧着記録用紙表面の測定値：Ｌ，ａ，ｂ
○良：実施例、比較例で得られた再剥離性圧着記録用紙の明度指数Ｌが８８以上、且つサ
イテックスインク印字部と再剥離性圧着記録用紙とのΔＥが６０以上の場合、色付きであ
っても視認性が良好と判断した。
×不可：実施例、比較例で得られた再剥離性圧着記録用紙の明度指数Ｌが８８未満、且つ
サイテックスインク印字部と再剥離性圧着記録用紙とのΔＥが６０未満の場合、色付けし
たことによって、親展情報が判別し難く、視認性不可と判断した。
【００７４】
（５）経済性評価
　塗工液の薬品費及び生産性から評価した。
塗工液の薬品費及び生産性評価は、次に示す要領によって記述することにした。
○：着色のための追加工程が必要なく、採算レベル（実用レベル）。
×：着色のための追加工程が必要で、採算取れず（不適）。
【００７５】
（６）剥離強度試験
　得られた再剥離性圧着記録用紙を幅１００ｍｍ、長さ１００ｍｍに裁断し、塗工面同士
を重ね合わせてドライシーラー（プレッスルエコノ：トッパン・フォームズ社製）を用い
てギャップ０．２０ｍｍにて加圧接着した。次にこの試料の幅方向中央部を２５ｍｍ幅に
断裁して、２３℃、５０％Ｒ．Ｈ．環境下で、ストログラフＭ－１型（東洋精機製作所社
製）で速度３００ｍｍ／分、剥離角９０°（Ｔ型剥離）で剥離してその抵抗値を平均化し
て剥離強度ｇｆ／２５ｍｍを求める。
○：１００以上～２００ｇｆ未満／２５ｍｍは剥離強度が実用レベルである。
△：５０以上～１００ｇｆ未満／２５ｍｍは剥離強度が弱く実用下限に届かず。
×：０以上～５０ｇｆ未満／２５ｍｍは剥離強度が弱く実用不適。
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（７）白色度
　実施例、比較例で得られた再剥離性圧着記録用紙についてＪＩＳ　Ｐ　８１４８：２０
０１に準ずる方法で白色度の測定を行った。
【００７７】
【表１】

【００７８】
　表１に示すように実施例１～１０の本発明の再剥離性圧着記録用紙は色付きであっても
親展情報に視認性に優れ、また色ムラが無く、均一であることから、ダイレクトメールな
どに適用すれば、従来には無かった社会のニーズに応えることができ、一般再剥離性圧着
記録紙にはない商品価値を安価に創生することができる。
【００７９】
　これに対し比較例１～１０は色ムラや親展情報の視認性、生産コスト、圧着性能などに
劣ることが判る。また表１から色付けを行う場合、白色度の低下は親展情報の視認性に影
響を与えるものではなく、明度指数Ｌに大きく影響を受けるものであることが判る。
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